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研究成果の概要（和文）：本研究では，近赤外分光による感性の光計測技術を確立し，さらに，その具体的な基盤技術
として，光ブレインアフェクティブインターフェースを開発することにより，ヒトとアンビエントのインタラクティブ
な協調制御を目指したインテリジェントスマートセンシングに向けた基盤技術の開拓を進めると共に，カオス・フラク
タルの観点から脳機能ダイナミズムの解明を進め，光スマートセンシングを実現する光ブレインアフェクティブインタ
ーフェース技術に基づいた光電融合型ブレインマシンインターフェースを構築した．

研究成果の概要（英文）：In this study we have constructed a novel sensibility measurement scheme based on 
the near-infrared spectroscopy. In addition developing an optical brain affective interface as a concrete 
fundamental technology, we have derived an intelligent smart sensor on the basis of the cooperative 
control strategy. As a result an electro-optic integrated brain machine interface was realized as a pilot 
model of the optical brain affective interface which will be extensively utilized the welfare discipline 
as well as human ambient technology.

研究分野：感性情報工学
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１．研究開始当初の背景 
 
ヒトの“こころ”や“感性”の工学的計測技術の
確立は，安全・安心・快適な持続的社会を築
くための重要な研究課題の一つである．とり
わ け ， 最 近 ， 近 赤 外 分 光 法 （ NIRS:Near 
Infra-Red Spectroscopy）が光脳機能イメージ
ングという新しいパラダイムの扉を開いて以
来，次世代スマートセンシング技術の開発が
渇望されている．一方，近年健在化している
エネルギー問題を克服するために，スマート
グリッドを含むエコ技術の開発が進められて
いるが，居住者であるヒトの心地よさや快適
性を指標とするヒトと空間のインタラクティブ
な協調制御システムは，未だ開発途上である．
このような状況の中で，申請者のグループは，
脳の各部位で計測された大脳皮質毛細血管
中の酸化・還元ヘモグロビン濃度の時空間ダ
イナミズムを利用した近近近赤赤赤外外外光光光感感感性性性情情情報報報解解解析析析
手手手法法法を提案し，さらに，喜怒哀楽等の基本的
な感性（感情）情報に加えて，Ｙｅｓ／Ｎｏ等の
意思情報も同様の解析手法により抽出可能
であることを見出してきた． 
 
 
２．研究の目的 
本課題では，このような感性・意思情報の協
調型計測技術に根差したアフェクティブインタ
ーフェースの開発とそれをロボットの制御へ
適用したアアフフェェククテティィブブロロボボッットト制制御御技技術術を開
発することを主たる目的とした．また，本研究
で提案する近赤外・脳波同時計測で得られる
生体信号をカオス・フラクタル解析し，感性・
意思情報をリアルタイムで計測するアアフフェェクク
テティィブブイインンタターーフフェェーースス技技術術は，これまで国内
外を通じて報告されておらず，本申請課題は
生体・生理・情報の異分野融合研究としても
独創的であり，また，その遂行・達成意義は
甚大であり，災害・介護ロボット等への波及
効果も期待される． 
 
 
３．研究の方法 
 
  本研究では，ヒト脳ダイナミズムの計測技
術確立のため，事象関連電位（ＥＲＰ）とその
フラクタル性に関する解析を行い，タスクを課
した時間区間内において，関連する各部位の
フラクタル次元の変動に基づいたフラクタル
感性情報計測手法を提案してきた．（中川匡
弘著：“カオス・フラクタル感性情報工学”第 6
章他）その一連の研究成果を踏まえ本研究で
は ， 脳 波 計 測 と 近 赤 外 分 光 法 （ NIRS 
ETG-100：現有設備(株)日立製作所）による
同時計測とそれらのフラクタル解析を基盤と
したセンシングシステムを構築し，光計測に
基づいた感性情報抽出に関する新機軸を開
拓すると共に，光光電電融融合合型型アアフフェェククテティィブブイインン
タターーフフェェーーススを開発する． 
 

 
４．研究成果 
 
  脳波・ヘモダイナミズム計測時の被験
者のストレス軽減を目的に、計測装置の小
型化・スマート化・無線化を実現した．本
プロトタイプ型スマートセンサーの開発を
進め，脳波計測には計測箇所が最大 8ch に
制限された小型の脳波計測装置を新たに導
入した．さらに，また、小型近赤外分光計
測装置（を活用した。計測箇所は額部のみ
とし、脳波・ヘモダイナミズムともに最大
で 4ch の計測、計測装置からデータ処理を
行うコンピュータへのデータ転送は
Bluetooth による無線データ送受信、がそ
れぞれ可能である。脳波の計測箇所にはド
ライ型のアクティブ電極を用いることによ
り、ノンペーストを実現した。以上より、
可搬性・汎用性のある光電融合型スマート
センシング技術を搭載した光電融合型アフ
ェクティブスマートセンサートの開発に成
功した。 
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